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朱鞠内湖への河川からの有機物および栄養塩類の負荷量を検討するため，各流入河
川の下流部で調査を実施した。それらの調査地点について， Fig.1に示した。
各流入河川の流域環境に関して，泥川およびブトカマベツ川のそれは森林が広がっ
ており環境が保全されている一方で，赤石川やモシリウンナイ川のそれは，牧場が点
在するなど農地として利用されている。特に赤石川では，極度に汚染された畜産廃水
が混入している。2002年 10月に調査したとき，その廃水の負荷量を調査したところ，
TOCで44kglday， TNで5.3kglday， TPで1.5kgldayと，流量が小さいにもかかわら
ず負荷に対する寄与が大きかった。特にリンの負荷量が大きく，赤石川のリン負荷量
の半量はその畜産廃水の負荷量である。
Fig.2に，流量およびTOC，TN， TPの負荷量における 2002'"'"'2003年の2年間8回
の調査平均値を示した。最も流量が大きい河川は，流域面積が大きいブトカマベツ川
である。河川別流量の寄与率は，泥J1 :ブトカマベツ川:赤石川:モシリウンナイ川
の平均流量比で，ほぽ2: 4 : 1 : 1である。流量の寄与率が過半量を占めるブトカ
マベツ川がTOCに関しても最も各負荷量が大きい(48%)が，窒素やリン，特にリンに
関しては畜産排水が混入する赤石川や牧場が点在するモシリウンナイ川において，流
量の割合(合計25%)に比べて負荷の寄与が大きくなっている。リンは赤石川の負荷
の寄与率は流量が4倍のフトカマベツ川と同程度であった。赤石川，モシリウンナイ
両河川の合計は，窒素が44%，リンが70%と高い。一方，フトカマベツ川は，森林流
域からの有機物の流入があることを示している。
各河川別の 2002年'"'"'203年の 2年間 8回の調査平均値の DOC濃度については，
ブトカマベツ川は他の河川より低濃度である傾向があった。一方，泥川はブトカマベ
ツ川と同様に農業などの人為的な影響を受けていないにもかかわらず，赤石川と同様
なレベルであった。POC濃度については，赤石川で若干，他より高い傾向が見られた。
溶存態窒素成分に関しては， N03・Nが畜産廃水が混入する赤石川と集水域に牧場が
点在するモシリウンナイ川が高濃度の傾向が見られた。また，泥川もブトカマベツ川
に比べて高濃度の傾向であった。 N02・Nはすべての河川でほとんど存在していないが，
NH4・Nについては，赤石川にのみ著しく高濃度で検出されたが，これは流域にある牧
場からの畜産廃水のためであり，その廃水は硝化が完全に進行していない家畜糞尿そ
のものの影響が現れているためと考えられた。 DONについては，モシリウンナイ川
で， PNについては赤石川で最も高濃度であった。 TNとしては，畜産廃水の影響が大
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き い 赤 石 川 で 最 も 高 濃 度 で あ り ， 続 い て 酪 農 の 影 響 が 考 え ら れ る モ シ リ ウ ン ナ イ 川 で
高 か っ た 。
リ ン に つ い て は ， 各 態 と も 畜 産 廃 水 が 混 入 す る 赤 石 川 で 極 端 に 高 か っ た 。 モ シ リ ウ
ン ナ イ 川 も 泥 川 や ブ ト カ マ ベ ツ 川 に 比 べ れ ば 若 干 濃 度 が 高 か っ た 。 Fig.2 に 赤 石 川 に
お け る 酪 農 排 水 の 負 荷 を 表 し た 。 赤 石 川 の 負 荷 は 2 カ 所 あ る が ， そ の う ち の 1 カ 所 の
負 荷 が 大 き く ， リ ン の 負 荷 が 大 き い こ と が 分 か る 。
Fig.l M a p  of sampling stations and inflowing rivers of L a k e  Shumarinai. 
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Fig.2 Loading of TOC， TN， and TP from influent rivers to Lake Shumarinai (2002-2003) 
赤石川流域にある農場Aからの負荷は，処理後にもかかわらず， TOC 44 kg/day， 
TN 5.3 kg/day， TP 1.46 kg/dayと著しく高い (Fig.3)。特に，原単位から求めた N，Pの
排出量は，それぞれ 196kg/day， 28.3 kg/dayであり， 2.7%， 5.2%が排出されている
ことになる。赤石川の N，P負荷に対する農場Aからの排水の寄与は， TOC 26.0%， TN 
22.4%， TP 48.5%となりかなり高い。また，赤石川の支流である美深越沢川の流入負
荷も大きく， TOC 90 kg/day， TN 9.9 kg/day， TP 1.13 kg/dayとなり，両者併せて， TOC 
134kg/day， TN 15.2 kg/day， TP 2.59 kg/dayとなる。 赤石川の排水および支流流入前途，
流入後を比較してみると (Sta.A-lとSta.M-U，流量は3.5倍， TOCは3.85倍とほ
ぼ同様の増加であるが， TPは7.16倍まで著しく増加している。その一方で， TNの増
加率は2.52倍で流量の増加よりも低いことが認められた。これは，赤石川の上流域に
存在する森林からの窒素流出が大きいことを表している。
Fig.2に示したように，朱鞠内湖に流入する窒素とリンの負荷量を比較すると，赤
石川のリン負荷量が著しく高いものの，河川の合計で比較した場合には，窒素 75.7 
ton/day リン 6.20ton/dayと窒素の方がレットフィールド比例/P=7.2)より高いため，
朱鞠内湖内へ流入する成分ではリンが欠乏する可能性が高いことを示している。また，
赤石川が流入する朱鞠内湖内湾部(Sta.6)では， リンも窒素も多く供給されるため，富
栄養化が進み，一部では水の華の発生が認められている。
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Fig.3 1ρading of waste water f r o m  A k aishi R. 
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